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まつわか あきお

「大規模土砂災害を想定した合同防災訓練」を集合方式にて実施します
～南アルプス市、山梨県、甲府地方気象台とともに地域の安全・安心の向上を目指して～

近年、平成３０年７月西日本豪雨、令和元年東日本台風、そして令和２年７月豪雨な
どによる大規模な土砂災害が多発しています。

このような土砂災害に迅速に対応するため、平成２４年に富士川砂防事務所管内の

自治体とともに「富士川流域砂防連絡会」を設置し、土砂災害に対する連携を図ってい

ます。

本訓練は、富士川流域砂防連絡会主催で毎年実施しており、大規模土砂災害発生

時における被害軽減を目指して、関係機関がとるべき行動を確認・共有して連携を強

化することを目的に、本年度は南アルプス市を対象として開催します。

１．訓練日時
令和４年１１月７日（月） １３：３０～１７：００

（災害等の発生時は中止とする場合があります。）

２．開催場所
南アルプス市役所 新館 会議室

（山梨県南アルプス市小笠原 376）

３．参加機関
南アルプス市、山梨県（防災危機管理課、砂防課）
気象庁甲府地方気象台、富士川砂防事務所

４．訓練内容・方法（内容は裏面の「２．訓練実施フロー」参照）
想定される状況毎に、訓練進行役が状況付与、質問を行い、訓練参加者が質問に回答し

ながら進める学習型形式に、訓練の一部をテーマを決めて切り出し、話し合いをおこなう
実践型形式を組み合わせて実施。適宜、近年の土砂災害に対するポイントの解説をして
いきます。

※当日取材を希望される場合は、下記までご連絡ください。取材にあたっては、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、マスク着用、検温及び消毒等のご協力をお願いします。



訓練開始

土砂災害警戒情報発令

同時多発的土砂災害発生

同時多発的土砂災害発生
の初動対応

大規模土砂災害発生（河道閉塞（天然ダム））

訓練終了

大規模土砂災害発生初動対応

１．訓練スケジュール

時間 実施事項

13:00
～

13:30
集合・受付

13:30
～

13:35
開会挨拶

（南アルプス市長）

13:35
～

16:30

訓練
（学習型方式・実践型方式

解説付き）

16:30
～

16:55
訓練のふりかえり
（各参加機関）

16:55
～

17:00
閉会挨拶

（富士川砂防事務所長）

17:00 閉会

２．訓練実施フロー

ステージ１
大雨警戒対応
ステージ

ステージ２
土砂災害対応
ステージ

ステージ３

大規模土砂
災害対応
ステージ

機関ごとに対応方針
を検討し、発表①

３．訓練の実施方法（学習型形式と実践型形式とは？）

あるテーマを決めて、参加機関ごとに対応方針について相談し、発表します。
【実践型形式】

＋

【学習型形式】

「進行者」が状況説明を行った上で、「演習参加機関」にその対応について質問をし、「回答」

を行います。

進 行 者
（コンサルタント）

演習参加機関
（南アルプス市、山梨県、甲府地方気象台、富士川砂防事務所）

演習参加の各組織を
災害対策支部と見立て、
質問する。
回答者は特定しない。

演習参加組織内での回答
者を決め、発表を行う。
回答者はその場で考え発
表する。
（周囲からの助言をしても
良い。）

機関ごとに対応方針
を検討し、発表②


